
ROM モニタでのコンフィギュレーション
ファイルの管理

この章では、ルータのコンフィギュレーションファイルの管理についての情報を提供します。
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• 代替管理コンフィギュレーションの指定, 2 ページ

• 代替 SDRコンフィギュレーションの指定, 8 ページ

• コンフィギュレーションファイルの代替の保管場所の指定, 16 ページ

• その他の関連資料, 19 ページ

コンフィギュレーションファイルについての情報
Cisco IOSXRソフトウェアは、2種類のコンフィギュレーションファイル、管理コンフィギュレー
ションファイルおよびデフォルトのセキュアドメインルータ（SDR）のコンフィギュレーション
ファイルを作成します。これらのコンフィギュレーションファイルは、次の場所に格納されま

す。

• RSPに格納され、SDR名およびノードインベントリなどの項目のシステム全体のコンフィ
ギュレーションを含む管理コンフィギュレーションファイルは 1つだけ存在します。

•ルーティング、インターフェイス、SDRユーザ名、および他のSDR固有のコンフィギュレー
ション用のパラメータを指定するために RSPに格納されている、Cisco ASR 9000シリーズ
ルータの SDRコンフィギュレーションファイルは 1つだけ存在します。

CiscoASR9000シリーズルータには、SDR（デフォルトSDR）が 1つだけ含まれています。Cisco
IOSXRソフトウェアでは、SDRは、単一の物理システムを論理的に分けられた複数のルータに分
割する方法です。 Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルータは、シェルフにつ
き 1つの SDRだけをサポートする単一のシェルフルータです。
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SDRおよび管理プレーンコンフィギュレーションの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series
Aggregation Services Router System Management Configuration Guide』の「Configuring Secure Domain
Routers on Cisco IOS XR Software」モジュールを参照してください。

ここでは、ROMモニタからのコンフィギュレーションファイルの使用を管理する方法について
説明します。

ほとんどの状況では、デフォルトコンフィギュレーションで十分です。次の項で説明するオ

プションは、別のコンフィギュレーションが必要なまれなケースです。これらのオプション

を使用すると、システムエラーまたはダウンタイムが発生する可能性があります。これらの

オプションを使用する前にシスコのテクニカルサポートに問い合わせてください。

注意

代替管理コンフィギュレーションの指定
管理コンフィギュレーションには、システム全体のSDR名やノードインベントリなど、システム
全体のコンフィギュレーションが保存されます。これは、ルーティングおよびインターフェイス

のコンフィギュレーションを保存するデフォルトSDRコンフィギュレーションとは異なります。

ほとんどの状況では、デフォルトでコミットされた管理コンフィギュレーションで十分です。

この項で説明するオプションは、代替管理コンフィギュレーションが必要なまれなケースで

す。この方法を使用すると、システムエラーまたはダウンタイムが発生する可能性がありま

す。

注意

-o ブートオプションを使用した一時的な代替管理設定の指定 -o ブー
トオプション

-oブートオプションを使用したこの管理コンフィギュレーションモードは、本質的には一時的で
す。このブートオプションを設定すると、このモードでは、ルータはこの代替コンフィギュレー

ションからブートできます。またこのコンフィギュレーションファイルで指定されたコンフィ

ギュレーションは実行コンフィギュレーションと永続的なコンフィギュレーションの一部になり

ます。

- oオプションで指定された外部コンフィギュレーションでルータをブートすると、システム
ではデフォルトコンフィギュレーションが失われます。デフォルトコンフィギュレーション

は、この代替コンフィギュレーションと完全に置き換えられます。

（注）

-oブートオプションとともに一時的な管理コンフィギュレーションファイルを指定するには、次
の手順を実行します。この方法では、指定のコンフィギュレーションファイルは、1つのルータ
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のブートで使用されます。RSPが再びリセットされると、永久的なコンフィギュレーションファ
イルが使用されます。

手順の概要

1. ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSPを配置します。
2. confreg
3. ブートタイプとして 0を入力します。
4. reset
5. confreg
6. ブートタイプとして 2を入力します。
7. set
8. bootimage –oconfig-file-path
9. confreg
10. ブートタイプとして 2を入力します。
11. reset

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSPを配
置します。

ステップ 1   

スタンバイRSPが制御を引き継がないようにスタン
バイRSPのコンフィギュレーションレジスタをROM

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 2   

モニタモードに設定します。コンフィギュレーショ

ンレジスタを ROMモニタモードに設定するには、
ROMモニタモードプロンプトで confregコマンド

Configuration Summary
を入力します。また、コンソールのボーレート、(Virtual Configuration Register: 0x1920)

ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコンフィenabled are:
console baud: 9600

ギュレーション設定を変更してから、ROMモニタ
モードで診断モードをイネーブルにできます。

boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration? y/n [n]:
y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n

コンフィギュレーションレジスタは

TURBOBOOTなどの環境変数ではありま
せん。 confregコマンドを入力するときに
は、等号を入力しないでください。

（注）change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode
[0]: 0

次のシステムのブート時に ROMモニタモードをイ
ネーブルにするには、ブートタイプを 0に設定しま
す。

ブートタイプとして 0を入力します。

例：
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode [0]: 0

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

スタンバイRSPカードのコンフィギュレーションレ
ジスタ設定を有効にします。

reset

例：
rommon B2> reset

ステップ 4   

アクティブRSPのコンフィギュレーションレジスタ
をEXECモードに設定します。また、コンソールの

confreg

例：

rommon B1 > confreg

Configuration Summary

ステップ 5   

ボーレート、ブート特性、ブートタイプ、ブート

タイプコンフィギュレーション設定を変更してか

ら、ROMモニタモードで診断モードをイネーブル
にできます。(Virtual Configuration Register: 0x1920)

enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration? y/n
[n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたは
EXECモードをイネーブルにするには、ブートタイ
プを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 6   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

現在の環境変数の設定を表示します。set

例：
rommon B2> set

ステップ 7   

ファイル名は、BOOT変数に設定されま
す。

（注）

ルータをブートします。 imageはブート変数で示さ
れているファイル名に置き換え、 config-file-pathは

bootimage –oconfig-file-path

例：
rommon B3>boot
tftp://223.255.254.254/images/comp-asr9k-mini.vm
-o /disk1:/cfgarchives/admingold.conf

ステップ 8   

コンフィギュレーションファイルのパスとファイル

名に置き換えます。

パス名は、有効なUNIXパス名でなければ
なりません（スラッシュ（/）は、デバイ
ス「disk1:/」の後ろに含める必要がありま
す）。

（注）

スタンバイRSPのコンフィギュレーションレジスタ
をEXECモードに設定します。また、コンソールの

confreg

例：

rommon B3> confreg

ステップ 9   

ボーレート、ブート特性、ブートタイプ、ブート

タイプコンフィギュレーション設定を変更してか
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目的コマンドまたはアクション

ら、ROMモニタモードで診断モードをイネーブル
にできます。

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor

do you wish to change the configuration? y/n
[n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたは
EXECモードをイネーブルにするには、スタンバイ
RSPでブートタイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 10   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode
[0]: 2

新しい設定を有効にし、スタンバイRSPカードが動
作可能になるように、スタンバイRSPをリセットし
ます。

reset

例：
rommon B5 >reset

ステップ 11   

IOX_ADMIN_CONFIG_FILE= 変数を使用した、永久的な代替管理コンフィ
ギュレーションファイルの指定

IOX_ADMIN_CONFIG_FILE=変数を使用したこの代替管理コンフィギュレーションモードは、本
質的に永久的です。この変数を設定すると、このモードでは、ルータは常にこの代替コンフィ

ギュレーションからブートでき、システムは、次回のシステムのリロード時にデフォルトでコミッ

トされたコンフィギュレーションに戻りません。

IOX_ADMIN_CONFIG_FILE=変数で指定した外部設定でルータをブートすると、デフォルト
の設定は失われます。デフォルトコンフィギュレーションは、この代替コンフィギュレーショ

ンと完全に置き換えられます。

（注）

デフォルトの管理コンフィギュレーションファイルの場所を永続的に変更するには、ROMモニ
タモードで IOX_ADMIN_CONFIG_FILE=環境変数にファイル名およびディレクトリパスを指定
します。環境変数を指定すると、この変数の設定中にすべてのブートで指定されたファイルが強

制的に使用されます。
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手順の概要

1. ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSPを配置します。
2. confreg
3. ブートタイプとして 0を入力します。
4. reset
5. confreg
6. ブートタイプとして 2を入力します。
7. set
8. IOX_ADMIN_CONFIG_FILE=drive:path/file
9. sync
10. boot
11. confreg
12. ブートタイプとして 2を入力します。
13. reset

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ROMモニタモードでRSPとスタンバイRSP
を配置します。

ステップ 1   

スタンバイRSPが制御を引き継がないようにスタンバイ
RSPのコンフィギュレーションレジスタを ROMモニタ

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 2   

モードに設定します。コンフィギュレーションレジス

タを ROMモニタモードに設定するには、ROMモニタ
モードプロンプトで confregコマンドを入力します。まConfiguration Summary

(Virtual Configuration Register: 0x1920)
た、コンソールのボーレート、ブート特性、ブートタenabled are:

イプ、ブートタイプコンフィギュレーション設定を変console baud: 9600
boot: the ROM Monitor

更してから、ROMモニタモードで診断モードをイネー
ブルにできます。

do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n

コンフィギュレーションレジスタは

TURBOBOOTなどの環境変数ではありません。
confregコマンドを入力するときには、等号を
入力しないでください。

（注）change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]:
y

enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 0

次のシステムのブート時に ROMモニタモードをイネー
ブルにするには、ブートタイプを 0に設定します。

ブートタイプとして 0を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 3   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 0
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目的コマンドまたはアクション

スタンバイ RSPカードのコンフィギュレーションレジ
スタ設定を有効にします。

reset

例：

rommon B3> reset

ステップ 4   

アクティブ RSPのコンフィギュレーションレジスタを
EXECモードに設定します。また、コンソールのボー

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 5   

レート、ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコ

ンフィギュレーション設定を変更してから、ROMモニ
タモードで診断モードをイネーブルにできます。Configuration Summary

(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]:
y

enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたはEXEC
モードをイネーブルにするには、アクティブRSPでブー
トタイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 6   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

現在の環境変数の設定を表示します。set

例：

rommon B2> set

ステップ 7   

ファイル名は、IOX_ADMIN_CONFIG_FILE変
数に設定されます。

（注）

別の管理コンフィギュレーションファイルの絶対パスを

指定するには、IOX_ADMIN_CONFIG_FILE変数を設定
します。

IOX_ADMIN_CONFIG_FILE=drive:path/file

例：

rommon B3>

ステップ 8   

IOX_ADMIN_CONFIG_FILE変数は、bootコマ
ンドを - oオプションとともに入力すると無効
になります。

（注）
IOX_ADMIN_CONFIG_FILE=/disk2:/cfgarchives/
admingold.conf

変更を保存します。sync

例：

rommon B4> sync

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

ルータをブートします。boot

例：

rommon B5> boot

ステップ 10   

スタンバイ RSPのコンフィギュレーションレジスタを
EXECモードに設定します。また、コンソールのボー

confreg

例：

rommon B2 > confreg

ステップ 11   

レート、ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコ

ンフィギュレーション設定を変更してから、ROMモニ
タモードで診断モードをイネーブルにできます。

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]:
y

enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたはEXEC
モードをイネーブルにするには、スタンバイRSPでブー
トタイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 12   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

新しい設定が有効になり、スタンバイRSPが動作可能に
なるように、スタンバイ RSPをリセットします。

reset

例：

rommon B2 > reset

ステップ 13   

代替 SDR コンフィギュレーションの指定
ここで説明する方法を使用して、ROMモニタモードでデフォルト SDRの代替コンフィギュレー
ションを指定できます。これらの手順は、デフォルト SDRの RSPカードから実行されます。
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SDRの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management
Configuration Guide』の「Configuring Secure Domain Routers on Cisco IOS XR Software」モジュー
ルを参照してください。

（注）

ほとんどの状況では、デフォルトでコミットされたSDRコンフィギュレーションで十分です。
この項で説明するオプションは、代替 SDRコンフィギュレーションが必要なまれなケースで
す。この方法を使用すると、システムエラーまたはダウンタイムが発生する可能性がありま

す。

注意

-a ブートオプションを使用した一時的な SDR コンフィギュレーショ
ンファイルの指定

-aブートオプションを使用したこの SDRコンフィギュレーションモードは、本質的には一時的
です。このブートオプションを設定すると、このモードでは、ルータはこの代替コンフィギュ

レーションからブートできます。またこのコンフィギュレーションファイルで指定されたコン

フィギュレーションは実行コンフィギュレーションと永続的なコンフィギュレーションの一部に

なります。

- aオプションで指定された外部コンフィギュレーションでルータをブートすると、システム
ではデフォルトコンフィギュレーションが失われます。デフォルトコンフィギュレーション

は、この代替コンフィギュレーションと完全に置き換えられます。

（注）

-aブートオプションとともに一時的な SDRコンフィギュレーションファイルを指定するには、
次の手順を実行します。この方法では、指定のコンフィギュレーションファイルは、1つのルー
タのブートで使用されます。 DSCが再びリセットされると、永久的なコンフィギュレーション
ファイルが使用されます。
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手順の概要

1. ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSPを配置します。
2. confreg
3. ブートタイプとして 0を入力します。
4. reset
5. confreg
6. ブートタイプとして 2を入力します。
7. set
8. boot image –a config-file-path
9. confreg
10. ブートタイプとして 2を入力します。
11. reset

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSPを配
置します。

ステップ 1   

スタンバイRSPが制御を引き継がないようにスタン
バイRSPのコンフィギュレーションレジスタをROM

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 2   

モニタモードに設定します。コンフィギュレーショ

ンレジスタを ROMモニタモードに設定するには、
ROMモニタモードプロンプトで confregコマンド

Configuration Summary
を入力します。また、コンソールのボーレート、(Virtual Configuration Register: 0x1920)

ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコンフィenabled are:
console baud: 9600

ギュレーション設定を変更してから、ROMモニタ
モードで診断モードをイネーブルにできます。

boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration? y/n
[n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n

コンフィギュレーションレジスタは

TURBOBOOTなどの環境変数ではありま
せん。 confregコマンドを入力するときに
は、等号を入力しないでください。

（注）change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 0

次のシステムのブート時に ROMモニタモードをイ
ネーブルにするには、ブートタイプを 0に設定しま
す。

ブートタイプとして 0を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 3   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 0
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目的コマンドまたはアクション

スタンバイRSPカードのコンフィギュレーションレ
ジスタ設定を有効にします。

reset

例：

rommon B2> reset

ステップ 4   

アクティブRSPのコンフィギュレーションレジスタ
をEXECモードに設定します。また、コンソールの

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 5   

ボーレート、ブート特性、ブートタイプ、ブート

タイプコンフィギュレーション設定を変更してか

ら、ROMモニタモードで診断モードをイネーブル
にできます。Configuration Summary

(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration? y/n
[n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたは
EXECモードをイネーブルにするには、ブートタイ
プを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 6   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

現在の環境変数の設定を表示します。set

例：

rommon B2> set

ステップ 7   

ファイル名は、BOOT変数に設定されま
す。

（注）

ルータをブートします。 imageはブート変数で示さ
れているファイル名に置き換え、 config-file-pathは

boot image –a config-file-path

例：

rommon B3> boot

ステップ 8   

コンフィギュレーションファイルのパスとファイル

名に置き換えます。

tftp://223.255.254.254/images/comp-asr9k-mini.vm
-a /disk1:/cfgarchives/SDRgold.conf

パス名は、有効な UNIXパス名でなければなりませ
ん（スラッシュ（/）は、デバイス「disk1:/」の後ろ
に含める必要があります）。

スタンバイRSPのコンフィギュレーションレジスタ
をEXECモードに設定します。また、コンソールの

confreg

例：

rommon B3> confreg

ステップ 9   

ボーレート、ブート特性、ブートタイプ、ブート

タイプコンフィギュレーション設定を変更してか

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーションガイ
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目的コマンドまたはアクション

ら、ROMモニタモードで診断モードをイネーブル
にできます。

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration? y/n
[n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたは
EXECモードをイネーブルにするには、スタンバイ
RSPでブートタイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 10   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

新しい設定を有効にし、スタンバイRSPカードが動
作可能になるように、スタンバイ RSPカードをリ
セットします。

reset

例：

rommon B5 > reset

ステップ 11   

IOX_CONFIG_FILE= 変数を使用した永久的な SDR コンフィギュレーショ
ンファイルの指定

IOX_CONFIG_FILE=変数を使用したこの代替 SDRコンフィギュレーションモードは、本質的に
永久的です。この変数を設定すると、このモードでは、ルータは常にこの代替コンフィギュレー

ションからブートできます。システムは、次回のシステムのリロード時にデフォルトでコミット

されたコンフィギュレーションに戻りません。

IOX_CONFIG_FILE=変数で指定した外部設定でルータをブートすると、デフォルトの設定は
失われます。デフォルトコンフィギュレーションは、この代替コンフィギュレーションと完

全に置き換えられます。

（注）

SDRのデフォルトのコンフィギュレーションファイルの場所を永続的に変更するには、ROMモ
ニタモードで IOX_CONFIG_FILE=環境変数にファイル名およびディレクトリパスを指定します。
環境変数を指定すると、この変数の設定中にすべてのブートで指定されたファイルが強制的に使

用されます。
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手順の概要

1. ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSPを配置します。
2. confreg
3. ブートタイプとして 0を入力します。
4. reset
5. confreg
6. ブートタイプとして 2を入力します。
7. set
8. IOX_CONFIG_FILE=drive:path/file
9. sync
10. boot
11. confreg
12. ブートタイプとして 2を入力します。
13. reset

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSP
を配置します。

ステップ 1   

スタンバイRSPが制御を引き継がないようにスタンバイ
RSPのコンフィギュレーションレジスタをROMモニタ

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 2   

モードに設定します。コンフィギュレーションレジス

タを ROMモニタモードに設定するには、ROMモニタ
モードプロンプトで confregコマンドを入力します。ま

Configuration Summary た、コンソールのボーレート、ブート特性、ブートタ(Virtual Configuration Register: 0x1920)
イプ、ブートタイプコンフィギュレーション設定を変enabled are:

console baud: 9600
更してから、ROMモニタモードで診断モードをイネー
ブルにできます。

boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n

コンフィギュレーションレジスタは

TURBOBOOTなどの環境変数ではありません。
confregコマンドを入力するときには、等号を
入力しないでください。

（注）change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]:
y

enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 0

次のシステムのブート時にROMモニタモードをイネー
ブルにするには、ブートタイプを 0に設定します。

ブートタイプとして 0を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 3   

0 = ROM Monitor

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーションガイ
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目的コマンドまたはアクション

2 = MBI Validation Boot Mode
[0]: 0

スタンバイ RSPカードのコンフィギュレーションレジ
スタ設定を有効にします。

reset

例：

rommon B3> reset

ステップ 4   

アクティブ RSPのコンフィギュレーションレジスタを
EXECモードに設定します。また、コンソールのボー

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 5   

レート、ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコ

ンフィギュレーション設定を変更してから、ROMモニ
タモードで診断モードをイネーブルにできます。

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]:
y

enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたはEXEC
モードをイネーブルにするには、アクティブRSPでブー
トタイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 6   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

現在の環境変数の設定を表示します。set

例：

rommon B3> set

ステップ 7   

ファイル名は、IOX_CONFIG_FILE変数に設定
されます。

（注）

別の SDRコンフィギュレーションファイルの絶対パス
を指定するには、IOX_CONFIG_FILE変数を設定しま
す。

IOX_CONFIG_FILE=drive:path/file

例：

rommon B1>

ステップ 8   

IOX_CONFIG_FILE変数は、bootコマンドを
-aオプションとともに入力すると無効になり
ます。

（注）
IOX_CONFIG_FILE=/disk2:/cfgarchives/
admingold.conf
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目的コマンドまたはアクション

変更を保存します。sync

例：

rommon B1> sync

ステップ 9   

ルータをブートします。boot

例：

rommon B1> boot

ステップ 10   

スタンバイ RSPのコンフィギュレーションレジスタを
EXECモードに設定します。また、コンソールのボー

confreg

例：

rommon B2 > confreg

ステップ 11   

レート、ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコ

ンフィギュレーション設定を変更してから、ROMモニ
タモードで診断モードをイネーブルにできます。

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]:
y

enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたはEXEC
モードをイネーブルにするには、スタンバイRSPでブー
トタイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 12   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

新しい設定が有効になり、スタンバイRSPが動作可能に
なるように、スタンバイ RSPをリセットします。

reset

例：

rommon B2 > reset

ステップ 13   

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーションガイ
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コンフィギュレーションファイルの代替の保管場所の指

定
SDRのコンフィギュレーションファイルを保存する（コミットする）デフォルトの場所を変更す
るには、ROMモニタモードで IOX_CONFIG_MEDIUM=環境変数に場所とディレクトリパスを
指定します。環境変数を指定すると、この変数の設定中に指定された場所が強制的に使用されま

す。

手順の概要

1. ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSPを配置します。
2. confreg
3. ブートタイプとして 0を入力します。
4. reset
5. confreg
6. ブートタイプとして 2を入力します。
7. set
8. IOX_CONFIG_MEDIUM=location:/path
9. sync
10. boot
11. confreg
12. ブートタイプとして 2を入力します。
13. reset

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ROMモニタモードで RSPとスタンバイ
RSPを配置します。

ステップ 1   

スタンバイ RSPが制御を引き継がないようにスタンバイ
RSPのコンフィギュレーションレジスタを ROMモニタ

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 2   

モードに設定します。コンフィギュレーションレジスタ

を ROMモニタモードに設定するには、ROMモニタモー
ドプロンプトで confregコマンドを入力します。また、コ

Configuration Summary ンソールのボーレート、ブート特性、ブートタイプ、ブー(Virtual Configuration Register: 0x1920)
トタイプコンフィギュレーション設定を変更してから、

ROMモニタモードで診断モードをイネーブルにできます。
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
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目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションレジスタは TURBOBOOTなどの
環境変数ではありません。 confregコマンドを入力すると
きには、等号を入力しないでください。

y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n
[n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 0

次のシステムのブート時にROMモニタモードをイネーブ
ルにするには、ブートタイプを 0に設定します。

ブートタイプとして 0を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 3   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 0

スタンバイ RSPカードのコンフィギュレーションレジス
タ設定を有効にします。

reset

例：

rommon B3> reset

ステップ 4   

アクティブ RSPのコンフィギュレーションレジスタを
EXECモードに設定します。また、コンソールのボーレー

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 5   

ト、ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコンフィ

ギュレーション設定を変更してから、ROMモニタモード
で診断モードをイネーブルにできます。

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n
[n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたは EXEC
モードをイネーブルにするには、アクティブRSPでブート
タイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 6   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

現在の環境変数の設定を表示します。set

例：

rommon B3> set

ステップ 7   

ファイル名は、IOX_CONFIG_MEDIUM変数に
設定されます。

（注）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーションガイ
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目的コマンドまたはアクション

別の場所を指定するには、IOX_CONFIG_MEDIUM変数を
設定します。

IOX_CONFIG_MEDIUM=location:/path

例：

rommon B1>

ステップ 8   

Cisco ASR 9000シリーズルータでは、locationを disk0ま
たは disk1で置き換えます。 pathを、コンフィギュレー

IOX_CONFIG_FILE=/disk2:/cfgarchives/
admingold.conf ションファイルを保管するディレクトリへのパスで置き換

えます。

デフォルトでは、ディレクトリ /disk0: /usrは、
代替コンフィギュレーションとその他のユーザ

ファイルを保管するために使用できます。

/disk0:/configから始まるディレクトリパスは使
用しないことを推奨します。このパスは、シス

テムファイルを保管するために使用されるため

です。

（注）

変更を保存します。sync

例：

rommon B1> sync

ステップ 9   

ルータをブートします。boot

例：

rommon B1> boot

ステップ 10   

スタンバイ RSPのコンフィギュレーションレジスタを
EXECモードに設定します。また、コンソールのボーレー

confreg

例：

rommon B2 > confreg

ステップ 11   

ト、ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコンフィ

ギュレーション設定を変更してから、ROMモニタモード
で診断モードをイネーブルにできます。

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n
[n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたは EXEC
モードをイネーブルにするには、スタンバイRSPでブート
タイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

新しい設定が有効になり、スタンバイRSPが動作可能にな
るように、スタンバイ RSPをリセットします。

reset

例：

rommon B2 > reset

ステップ 13   

その他の関連資料
ここでは、ROMモニタに関連する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System
Management ConfigurationGuide』の「Configuring Secure
Domain Routers on Cisco IOS XR Software」モジュール

SDRおよび管理プレーンコンフィギュ
レーション

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイト
では、製品、テクノロジー、ソリューショ

ン、技術的なヒント、およびツールへのリ

ンクなどの、数千ページに及ぶ技術情報が

検索可能です。 Cisco.comに登録済みの
ユーザは、このページから詳細情報にアク

セスできます。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーションガイ
ドリリース 4.3.x    

   OL-28383-01-J 19

ROM モニタでのコンフィギュレーションファイルの管理
その他の関連資料

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html


   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーション
ガイドリリース 4.3.x

20 OL-28383-01-J  

ROM モニタでのコンフィギュレーションファイルの管理
その他の関連資料


	ROM モニタでのコンフィギュレーション ファイルの管理
	コンフィギュレーション ファイルについての情報
	代替管理コンフィギュレーションの指定
	-o ブート オプションを使用した一時的な代替管理設定の指定 -o ブート オプション
	IOX_ADMIN_CONFIG_FILE= 変数を使用した、永久的な代替管理コンフィギュレーション ファイルの指定

	代替 SDR コンフィギュレーションの指定
	-a ブート オプションを使用した一時的な SDR コンフィギュレーション ファイルの指定
	IOX_CONFIG_FILE= 変数を使用した永久的な SDR コンフィギュレーション ファイルの指定

	コンフィギュレーション ファイルの代替の保管場所の指定
	その他の関連資料


